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Semantic RESTによるRDFデータの活用
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概要：Semantic RESTとは，セマンティック情報が付与された情報資源となるデータを REST（Repre-
sentational State Transfer）形式で提供するWebサービスを指す．これにより，Semantic RESTによっ
て提供される情報資源はセマンティクスを利用するアプリケーションでは相互運用が容易になる．本稿で
は，情報資源として RDFフォーマットで記述されセマンティック情報が付与された情報を多様なサービ
スに加工するための手法を提案する．サービスの方向としては，大別して HR（Human Readable）な情報
資源を基にしてMR（Machine Readable）な情報資源を構成することおよびその逆のパターンを考え，想
定しうるいくつかのパターンに対して実装を示す．さらに，提案システムを実装し，ポータルサイトに対
してものづくり分野の企業情報に対して適用した．
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Abstract: There is a notation “Semantic REST” that is a Web service in which data resource are addressed
with semantic information and represented in REST architecture. Applications that utilize information
resources associated with semantic annotations, flexible operations are available in Semantic REST architec-
ture. In this paper RDF data is treated as resource data, and this semantic annotated information is able to
be processed and modulated into various Web services. There are mainly two aspects in such services. One
is from human readable information (HR) to machine readable (MR) information and vice versa. We have
implemented a company information retrieval system based on proposed features.
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1. はじめに

「サービス指向アーキテクチャ（SOA: Service Oriented

Architecture）」は，Webやスマートフォンを利用するユー

ザの環境に適したアプリケーションソフトウエアを開発す

るための有効な設計思想である．近年，SOAに基づいて

研究・開発されるシステムにおいて，取り扱う情報に関す

るセマンティクス（情報意味・意義）を積極的に活用しよ

うとする動きが顕著である [1]．セマンティクスを付与し

たデータを提供している例としては，Linked Open Data
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（LOD）があり，現在世界規模でその蓄積と利活用が進ん

でいる [2]．一方，何らかのサービスを構築しようとする場

合，その源泉となるのはデータベースなどに蓄積された情

報資源となる．そこで，SOAを実現するために「リソー

ス指向（ROA: Resource Oriented Architecture）」と呼ば

れる設計思想をあわせて導入する場合も多い [3]．本稿で

は，これらの背景をふまえて，セマンティクスが付与され

たデータを利用してある種のサービス提供するWebシス

テムを構築するための手法を述べる．

システムの開発規模は様々である．本稿では，特に「エ

ンドユーザコンピューティング」と呼ばれる比較的小規模

のシステム開発を前提とする．これは，ネットワーク上に

提供されている計算資源を一定の開発スキルを持つ利用
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者（エンドユーザ）が活用することで利便性のあるアプリ

ケーションに仕上げ，自身での利用やネット上に公開して

他者の利用に供することを想定している．「マッシュアッ

プ」と呼ばれるアプリケーション開発の形態はこの範疇に

属するといえよう [4]．たとえば Yahoo! APIの利用拡大

など [5]によってこうした軽量（Light Weight）な開発の

可能性の幅が広がっているといえる [6]．

以上をふまえて，本稿では，セマンティクスが付与された

情報資源を軽量型のサービス開発に積極的に利用するため

の開発手法を提案する．こうした試みの従来研究としては，

初期にあたる 2008年ごろの成果として，たとえば文献 [9]

では，MVCモデルに基づいてWebサイトにセマンティッ

ク情報を付与するエディタ機能を提供している．2010年

の文献 [10]では，セマンティック情報を活用するマッシュ

アップ手法の詳しいサーベイが述べられている． 1© 付与で
きる情報のタイプ，2© マッシュアップ可能なコンポーネン
トの発見とそのための利用者支援の機能，3© マッシュアッ
ププログラミングのパターンの観点から従来研究を分類し

ている．また，文献 [11]では，RDFaの体系がもたらすセ

マンティック情報の付与機能を活用して既存のWebサイ

トにおける情報を充実させる Human-Readableを目的と

する機能を提供している．本稿では，他のWebサービス

とのマッシュアップを前提としたセマンティック情報活用

における手法の提案・実装を行っている．本稿では，W3C

で規定されている，セマンティックデータを表現する枠組

みであるRDF（Resource Description Framework）を利用

する．RDFはいくつかの派生したフォーマットが存在し

ており，その中の 1つに RDFa（RDF in attribute）があ

る．本稿では，この RDFaを利用してサービスを開発する

手法を提案する．サービスは，大別して Human-Readable

（HR）なものとMachine-Readable（MR）なものを想定し

ている．前者は，サービスの受け手として人間がWebサイ

トを利用することを指し，後者は，セマンティクスが付与

されていたりいなかったりするWeb上の多種多様な情報

資源からセマンティクスを付与したサービスを構成するこ

とを指す．セマンティクスを有するサービスは，Ontology

に基づき SPARQLEなどによる意味検索に供することが

できる．これにより，「集合知」[7]と呼ばれるような大規

模な知識処理のために利活用可能となる．本稿における提

案は，RDFaがサービス提供に際して HRとMRの間の橋

渡しをする役割を演じるものとする．

提案システムは，エンドユーザを対象としたWebサー

ビスを提供する．このサービスをセマンティック パーサ

と呼ぶ．本サービスは主に 2つの機能を提供している．第

1の機能は，セマンティクスを付与していない通常のWeb

ページに対してセマンティクスを付与するものである．第

2の機能は，セマンティクスのみのデータをセマンティク

スが付与されたWebページとして出力する機能である．

まず，今回開発したサービスのシステム構成を説明する．

次に，開発したサービスの詳細説明と，考えられるその応

用・発展例の提示を行う．最後に開発したサービスについ

て評価・考察を述べる．

2. セマンティックを利用するサービス

2.1 HRとMR

人が見て理解できる情報をHRデータと呼ぶ．Webはこ

の HRデータの集合であり，今でもその情報は増え続けて

いる．これは，情報爆発と呼ばれるほどであり，ユーザが目

視のみで情報を精査し必要なものを抽出するのは困難であ

る．これに対して，プログラムの処理に対応できるデータ

としてMRデータがある．ここで，HRデータに対しMR

データであるセマンティック情報を付加することでWeb

の利便性を高めることを目的としたものがセマンティック

Webといえる．セマンティックWebはW3Cによって提

唱され，RDF（Resource Discription Framework）やOWL

（Web Ontology Language）のようなセマンティクスを扱

うツールを用いてWebページに意味情報を持たせている．

2.2 リソース指向に基づくセマンティックWebの利活用

いま，情報資源を利活用することによって新しいサービ

スを生み出す場合を考える．リソースの獲得元が自分自身

か他者か，また，サービスの提供先が自分自身か他者かに

よって表 1 に示すような種別の違いが現れる．

1© は，自身で所有する情報資源を何らかのWebサービ

スとして外部や他者に提供する場合である．たとえば，手

元に商品カタログの電子データがある場合に，その情報を

HTML文書で公開する，あるいはWeb API（Application

Programming Interface）を介して外部に提供することを

指す． 2© は，自身の保有する既存の情報資源を従来とは異
なる目的のために加工し提供するものである． 3© は，同様
に外部の情報資源に加工を施し，自分自身で利用するもの

である． 4© では，クローリングなどで獲得した外部の情報
資源に何らかの加工を施し，付加価値をつけて外部に提供

する場合である．企業情報のポータルからその個別企業の

得意分野に関するセマンティクスを付与して再度公開する

サービスは，この分類に属する．本稿では，これを事例と

して取り上げる．

上述したそれぞれに関して，情報資源は，HRデータで

表 1 サービス種別の分類

Table 1 Classification of Web service.
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ある場合とMRデータである場合が考えられ，サービスも

同様に 2種類考えられる．つまり，HR→MRとMR→HR

の両方の場合が考えられる．本稿のサービスでは，特に

1© と 4© の場合に注目している．また，情報資源について
は，HR・MR両方の場合を想定している．なお，出力に

ついては以下で説明する RDFaによって提供される．こ

の RDFaは HRデータであり，MRデータでもある（HR・

MRデータ）．このため，上記の 2パターン両方の場合に

適用できる．

2.3 RESTとは

REST（Representational State Transfer）の考え方を

Webサービスに適用させることが，近年活発に行われるよ

うになってきている．狭義の「Webサービス」は，W3Cに

よって規定されたプロトコル体系を利用するものを指す．

アプリケーション間の通信には，SOAP（Simple Object

Access Protocol）を利用し，提供するサービス内容は，

WSDL（Web Service Description Language）によって記

述する．この比較的重厚な技術体系に対して，2000年ごろ

にRESTの考え方が登場する．これは，広義の「Webサー

ビス」を構成する要素技術として注目されている [8]．この

RESTは，アドレス可能性・ステートレス性・接続性・統

一インタフェースの 4つの性質を満たすようなアーキテク

チャスタイルである．アドレス可能性とはすべてのリソー

スが一意なURIを 1つ以上持っていることである．ステー

トレス性とは，サーバがクライアントからのリクエストを

処理する際，その処理に必要な情報がそのリクエスト内で

完結していることである．接続性とは，リソースがその表

現においてリンクを持つことである．統一インタフェース

とは，サービスが提供するすべてのリソースに対して適用

できるような，よく定義された操作の命令セットを用いる

ということである．RESTは，Webサービスのみを対象と

した設計思想ではないが，Webサービスにも有効に適用

できる考え方といえる．RESTの考え方に準拠したWeb

サービスを「RESTful Webサービス」と呼ぶ．

3. RDFの活用パターン

本章では，リソース指向サービスに基づく “Semantic

REST”と呼ぶ考え方について説明する．これは，セマン

ティック情報を付与したWebサービスの形態である．本

章は以下のように展開し，Semantic RESTとセマンティッ

ク パーサについて説明する．3.1節では Semantic REST

の実装とセマンティック パーサとの関連について述べ

る．3.2節ではサービス第 1の機能である，HRデータに対

するMR要素の追加について説明する．3.3節では第 2の

機能として，MRデータの HRデータ化について述べる．

そのうえで 3.4節でそれぞれの機能の具体的な動作につい

て，コードと合わせて説明する．

図 1 サービスの 3 層構造

Fig. 1 The 3 Layers of RESTful Web service.

3.1 Semantic REST

ここで，Semantic RESTをセマンティクスを付与した

情報資源を扱う RESTful Web APIと定義する [9]．以下

では，この Semantic RESTの構造，実装方法やサービス

との関連について述べる．また，Sematic RESTを実装し

たサービスの開発について説明する．

3.1.1 Semantic RESTを実装するための階層構造

Semantic REST を提供するシステムの実装は，文

献 [9], [10], [11] など近年多く提案されている．多くの

場合，図 1 に示すような 3階層の構造によって成り立って

いる．

最下層のリソース層では，RESTful Web APIによりセ

マンティック情報の表現形式によって情報が提供される．

最上層のインタフェース層は，I/OをともなうWeb画面

やスマートフォン・タブレットアプリなどが対応する．本

稿で考察の対象とするのはその間に挟まれたミドルウエ

アとしてのWebサービスの機能である．ここでは，セマ

ンティクスを付与するデータに対して，「収集」と「加工」

のそれぞれの処理を行う．たとえば，クローリング機能に

より既存のセマンティック情報を「収集」し，それを 1つ

にまとめる・フィルタリングをするなどの「加工」を行う

場合がある．また，本稿で扱うようなポータルサイトから

テキストデータを「収集」し，セマンティクスを付与する

という「加工」を施すことも想定される．セマンティック

パーサは，指定されたリソースを「収集」し，HR→MRや

MR→HRの相互運用性の付与という「加工」を行う．

3.1.2 Semantic RESTの実装方式

RESTful Webサービスは，サーバ・クライアント間でリ

ソースの現在状態を取得しそれらをやりとりすることでリ

ソースに対するアクションを実行する．データはリソース

表現がなされ，それらを説明するメタデータが付与されて

いる．メタデータは，「名前」と「値」の組であり，名前は

「値」の構造とセマンティックを表すためのオントロジで

規定される．それらはあらかじめ規定された仕様に従う．

基本的には，POSTと PUTを利用してクライアントがリ

ソースの状態の操作を行う．サーバは，クライアントから
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図 2 サービスの流れ 1

Fig. 2 Sequence of the service 1.

の GET要求に対応してクライアントの状態を送信するこ

とでクライアント側を操作する．こうした状況をRESTの

文字どおりの意味である「状態遷移表現」が伝える．REST

を利用して情報資源の運用を行う際，その現在の状態に関

する情報を管理しなければならない．RESTful Webサー

ビスでは，クライアントは，リソースを取得するというよ

りその状態を取得すると見なすことができる．

3.1.3 Semantic RESTにおけるRDFaの活用

W3Cによって簡便なセマンティックの表現形式として

規定されているものの 1 つに RDFa がある．本稿では，

Semantic RESTに基づくWebサービスをこの形式で提供

する方式を述べる．RDFaは RDFのシリアライゼーショ

ンフォーマットの 1つである．これは，XHTMLのタグ中

の要素としてメタデータを埋め込むものであり，これを利

用することでWebページは HRデータでありながらMR

データとしても容易に扱えるようになる．このような，HR

データとMRデータ両方の特性を持つデータをMR・HR

データと定義する．また，RDFaではXHTMLの仕様を柔

軟に活用することができる．これによって，セマンティッ

クを表現した「MR」リソースに対応するページを「HR」コ

ンテンツとして表示することができる．以降 3.2節と 3.3節

では，セマンティック パーサの 2つの機能について説明

している．この 2つの機能は，HR→MRとMR→HRの相

互運用を提供するものである．RDFaは，HR・MRデータ

であるためどちらの機能でも出力として活用できる．

3.2 セマンティックアノテーションとマッシュアップ

セマンティック パーサの第 1の機能は，HRデータに対

して，MRデータであるセマンティックデータをアノテー

ションとしてマッシュアップすることで，HR・MRデー

タとして取り扱えるようにするというものである．セマン

ティック パーサの流れを図示すると図 2 のようになる．

ユーザは，HRデータとして HTMLを，MRデータとして

その HTMLの各要素と RDFを関連付ける JSONファイ

ルを与える．この JSONファイルの記述は，HTMLの各

DOMに対してRDFの要素を指定するものである．この 2

つのファイルを受け取ると，パーサは HTMLに JSONの

図 3 複数の DOM による RDFa 構築の流れ

Fig. 3 Sequence of RDFa output from several DOM.

記述に基づいて RDF要素を埋め込んで RDFaファイルを

出力する．

図 2 は，パーサを利用して自分のサービスを提供する

サービス開発者を起点に処理を記述している．サービス開

発者はパーサに対して HTMLと JSONファイルをアップ

ロードする．パーサはアップロードされたデータをパース

して RDFa データをサービス開発者に対して返す．最後

に，サービス開発者が返ってきた RDFaデータを適切な場

所に配置することで，HR・MRデータである RDFaデー

タをWebに公開することができる．

この機能を運用するにあたって想定されるケースは，

HTMLと JSONをパーサの利用者が用意するものと，外

部で提供されている HTMLを利用するものが考えられる．

外部の HTMLを利用する際には，さらに外部のファイル

全体を利用する場合と一部を利用するものが想定される．

外部のリソースを利用する場合，図 3 に示すように複数の

ページから DOM（Document Object Model）を集めて新

しいリソースを組み上げることが可能である．JSONは各

DOMに RDF要素を埋め込むため，組み上げたリソース

は RDFaとして出力可能である．

3.3 セマンティックデータの視覚化のためのマッシュアッ

プサービス

パーサの第 2 の機能は，MR データを HR にするもの

である．MRデータに対応するような視覚テンプレートを

定義することにより，MR データを任意の表現形式や構

造で出力する．視覚テンプレートは，XHTML をベース

としており，RDF/XMLとの対応関係の記述法は CSSを

ベースとしている．現状では入力として，MRデータとし

て RDF/XMLと視覚テンプレート利用する機能を実装し

た．パーサは入力された RDF/XMLを視覚テンプレート

に沿った表現・構造で出力する．この機能は，ファイルを

直接アップロードするだけでなく，データの存在する URI

を指定して利用することもできる．URI指定の場合のサー

ビスの流れは図 4 のようになっている．
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図 4 サービスの流れ 2

Fig. 4 Sequence of the service 2.

図 5 様々な表現を用意するパターン

Fig. 5 Mashup patterns for various format.

次に，以下の 3.3.1項と 3.3.2項でこの機能を利用する 2

通りの運用ケースについて解説する．

3.3.1 ケース 1：データとテンプレートの 1対多関係

まず，図 5 のようなケースについて考える．これは，1

つのMRデータに対して複数のテンプレートを対応させる

というものである．

たとえば，1つの RDF情報に対して，3パターンのテン

プレート A・B・Cが用意されているとする．これにより，

内容は同じだが，デザインやデータ構造の異なる 3つの表

現 A・B・Cがパーサから出力される．

このパターンでは，内容を統一しつつ様々なデザイン

や表現で情報を提供したい場合に有効である．例として，

組織や個人の紹介用Webページがあげられる．こうした

Webページを作成する際，同一内容の PC用ページとス

マートフォン用ページを作成することが考えられる．この

場合，以下の手順で 2種類の表現を出力できる．

1© 紹介したい内容を RDF/XMLでまとめる．

2© PC用のデザインを記述したテンプレートとスマート

フォン用のデザインを記述したテンプレートを用意

する．

3© RDF/XMLと各テンプレートをパーサに渡す．

これにより，内容が統一された PCとスマートフォンの

図 6 複数データとテンプレート，出力の関係

Fig. 6 Multiple data and output with single template.

2つの表現が用意できる．このケースのメリットは，内容

の修正が簡単にできることである．内容を修正したい場

合，RDF/XMLを修正しパーサを通してファイルを上書き

するだけで修正が完了する．

3.3.2 ケース 2：データとテンプレートの多対 1関係

ここでは，複数のMRデータを共通の表現にまとめる場

合を述べる．このケースにおけるデータとパーサの関係を

図示すると図 6 のようになる．

内容が異なる複数の RDFデータストアがあるとする．

データストアはすべて同一のオントロジに基づいて記述さ

れたデータを保持していると仮定する．パーサはクラス名

や IDをキーとしてファイルをパースするため，オントロ

ジが同一であれば複数のデータで同一のテンプレートが使

える．このケースにおける具体例として，

• 人物紹介
• 商品カタログ
• 企業情報
• 図鑑
などが考えられる．

3.4 システム実装

ここでは，上述したシステムの実装について，コードと

ともに説明していく．3.4.1項では，3.2節で説明した機能

を，ソースコードを交えて説明する．具体的には，既存

の HTMLに対して RDF情報を記述した JSONを利用し

て RDFaを出力する機能について説明する．3.4.2項では，

3.3節で説明した機能を，ソースコードを示して説明する．

これは，RDF/XMLをテンプレートに則したRDFaにパー

スする機能の説明であり，3.3.1項と 3.3.2項で説明してい

る 2つのケースを具体的に示す．

3.4.1 セマンティックアノテーションの実装

ここでは，3.2節で説明した通常の HTML文書を RDFa

として出力する機能の実装について説明する．例として，

元となるHTMLコードの一部をソースコード 1に示す．こ

の文書に対応するように，追加したい RDFa情報と追加し
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たい場所を記述した JSONファイルを記述する．この記述

例をソースコード 2に示す．JSONの記述では，情報の追加

場所を selectorの値で指定する．指定方法はCSSの記述方

式を参考にしている．例示している記述では，ソースコー

ド 1の <div class=”thumb”>に対して，RDFa要素を追

加することにより，ソースコード 3の<div class=”thumb”

typeof=”industry:Company”>のように出力される．内容

については，JSONファイルに記述してある attr=valueと

いう関係になっている．元のHTMLであるソースコード 1

とそれに対応させた JSONのソースコード 2をパーサに入

力すると，ソースコード 3のような RDFaが出力される．

ソースコード 1 元となる HTML

ソースコード 2 HTMLと RDFを対応付けた JSON

ソースコード 3 HTMLと JSONから生成された RDFa

3.4.2 セマンティックデータビジュアライジングの実装

次に，3.3節で示した RDF/XMLと視覚テンプレートを

用いて RDFaを出力する機能について解説する．ここで

は，具体的な説明のため 3.3.1項のケースを想定して，ソー

スコードを示しつつ解説する．ここで利用するRDF/XML

は企業情報のデータである．この一部をソースコード 4

に示す．この XML ファイルに対応するような視覚テン

プレートファイルを記述する．これは HTMLをベースと

しており，ソースコード 4 の企業名と紹介文を出力する

ためのテンプレートである．このコードの一部をソース

コード 5 に示す．ここで，ソースコード 4 とソースコー

ド 5 をパーサに入力することで視覚テンプレートを変換

してソースコード 6に示す RDFaを出力できる．本シス

テムでは，<%parse %>で囲んだ部分を変換対象として

動作する．{クラス名.プロパティ名}の記述に RDF/XML

の内容を挿入するようになっている．ここではソースコー

ド 4 の RDF に記述されている <rdf:type rdf:resource=

”http://example.com/Company#Company”/> が記述さ

れている Description要素が Companyクラスとなる．こ

の，Companyクラスである <rdf:Description rdf:about=

”http://example.com/Company#Company A”> の持つ

name要素，つまり <name></name>で囲われている文

字列を {Company.name}の部分に挿入する．また，RDF

に同じクラスのデータが複数存在する場合，変換対象に

なっている構造を複製して全データを出力している．

ソースコード 4 利用する RDF/XML

ソースコード 5 名前と紹介文を表現するテンプレート
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ソースコード 6 名前と紹介文が記載された RDFa

また，これは 3.3.1項のケースで示したように異なる視

覚テンプレートを利用することで同じ内容を異なる形式で

出力することができる．別パターンの視覚テンプレートを

ソースコード 7に示す．これは，ソースコード 4の名前と

連絡先を出力するためのテンプレートである．ここでソー

スコード 4とソースコード 7を入力するとソースコード 8

に示す RDFaが出力される．

ソースコード 7 名前と連絡先を表現するテンプレート

ソースコード 8 名前と連絡先が記載された RDFa

4. 実際のビジネスサイトでの活用事例

本章では，3 章で説明した機能を具体的な情報提供

サービスに適用した例を紹介する．ここでは Makers-In

図 7 作例のブラウザでの表示

Fig. 7 View example on a browser.

（http://www.makers-in.com）というビジネスサイトを利

用する．これは製造業の企業情報を掲載しているサイトで

ある．本稿では，このサイトに掲載されている企業名，住

所や紹介文などの企業情報を利用している．各節で出力し

た RDFaのブラウザ表示を示す．4.1節では 3.2節で示し

たソースコード 3のRDFaの実例を示す．4.2節では 3.3節

で示したソースコード 6とソースコード 8の実例を示す．

4.1 HTMLにRDF情報を付与する

まず，HRデータであるHTMLにMRデータであるRDF

情報を付与し，HR・MRデータである RDFaを出力する

機能についての例を紹介する．

図 7は 3.2節で説明したように，元となるHTMLのソー

スコード 1と，その HTMLと RDFを対応付けた JSON

であるソースコード 2 を入力することで出力されるソー

スコード 3の RDFaの実例である．このように，既存の

webページと RDFを対応付けした JSONが用意できれば

RDFaにパースすることができる．また，RDFaにパース

することにより，HRデータとして閲覧することもでき，

MRデータとしてプログラムに処理させることも容易にな

ることが予想される．

4.2 RDF/XMLをテンプレートに則したRDFaにする

ここでは，3.3節で説明したMRデータであるRDF/XML

を HTML ベースの視覚テンプレートファイルに則した

RDFaを出力する機能の例を紹介する．以下で 2通りの例

を説明する．1つ目の例として，会社名と紹介文一覧の例

を示す．入力として，ソースコード 4の企業情報が記載さ

れた RDF/XMLと，ソースコード 5の名前と紹介文を表

示するテンプレートを利用する．この 2つをパーサに入力

することで，ソースコード 6の RDFaが出力される．これ

を表示させると図 8 のようになる．

2つ目の例は，企業名と連絡先の一覧表示である．ここ

では，入力としてソースコード 4の企業情報のRDF/XML

と，ソースコード 7の企業名と住所，郵便番号を表示する

テンプレートを利用する．この 2つをパーサに入力するこ

とで，ソースコード 8の RDFaが出力される．これを実際
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図 8 会社名と紹介文の一覧表示

Fig. 8 View presentation of companies and their introductions.

図 9 会社名と住所の一覧表示

Fig. 9 View presentation of companies and theiraddresses.

に表示させると図 9 のようになる．

この 2つの例は，ソースコード 4の企業情報を 2つのテ

ンプレートを利用することで異なる表現として出力させて

いる．この機能により，1つのデータに対してテンプレー

トの変更によって表現を変更できる．このように，同一

データでもテンプレートの変更で表示させる情報を変える

ことも可能である．また，同じオントロジに沿って記述さ

れた RDF/XMLであれば，ソースコード 4のデータ以外

でも同じ表現で RDFaを出力できる．

4.3 活用事例のまとめ

本章では，ビジネスサイトを対象とした実装を通じて提

案方式の有用性の検討を行った．Makers-Inのようなサイ

トを作成する場合，デザインの構築に加え，ページごとに

データの引き出し処理や連携の処理が必要になる．提案方

式を適用した場合，デザインを構成するテンプレートファ

イルとリソースがあればサイトを作成できるため，デザイ

ンを構築するだけでよくなる．また，テンプレートファイ

ルとリソースを HTTPでアクセス可能な形にしておけば，

パーサにその URLを渡すだけでサイトを構築できる．さ

らに，テンプレートファイルが公開されている場合，テン

プレートファイルが対象としているリソースと同一のオン

トロジでデータを記述することで，公開されているデザイ

ンで独自のデータを公開することも可能である．このため，

ビジネスサイト用のオントロジが存在しそのオントロジを

対象にしたテンプレートファイルが公開されていれば，リ

ソースを公開してパーサを利用するだけでビジネスサイト

を公開できる．このように，ビジネスサイトへの適用はサ

イト構築のコストを大きく削減することが期待できる．

5. 考察

本稿では，リソースとして RDF/XMLや HTMLを利用

して，RDFaを RESTfulに提供するシステムを提案した．

本稿で紹介した例では，リソースとなる情報はあらかじ

め準備した．これは，RDFをリソースとし，RESTアー

キテクチャを用いたWebサービスによる Semantic REST

の一例で，様々なWebサービスやセマンティクスを持っ

たリソースとのマッシュアップへの展開が想定できる．た

とえば，クローリング機能を付与した場合，多様な URL

から情報を獲得したうえで目的に従って表示できる．一方

で，3.3節（図 6）では 1つのテンプレートによって多数の

データに対して共通のインタフェースを提供する方式を示

した．もし，適用させたいサービスに関して，共通のオン

トロジに基づく RDFリソースが用意されている場合，統

一的なインタフェースで情報を提示するサービスを柔軟か

つ容易に作成できる．また，このパーサの機能をサーバの

プラグインや CMSとして組み込めば，公開したい情報と

テンプレートの場所を指定するだけでWebサイトの構築

が可能になるということも考えられる．すなわち，このよ

うな機能の提供によってリソースの利活用という観点から

分解と再構築の効用が生まれ，情報資源の再利用に役立つ

と考えられる．

6. むすび

今後Webでセマンティック情報を提供する環境が充実

していくと考えられる．2.2節で述べたように資源獲得と

サービスの提供先および HR/MRの別により 8種類の場

合が想定できる．本稿では，多くの場合に対応できるマッ

シュアップ方法として，ファイルの読み込みとパーサによ

る処理を基本とする手法を提案している．本稿における実

装・例示の状況をまとめると表 2 のようになる．

△は実装のみ，○は想定されるケースの提示，◎は実際

の利用例の例示を行っていること示している．今後の研究

課題として，今回例示しなかったケースへの実際の適用例

の作成や，新たに考えられる運用ケースの模索があげら

れる．また，本稿では利用する資源やマッシュアップする

サービスの場所が既知であるという前提がある．この観点

から利用者への支援機能が欠如している点も今後改善して

いくべきである．
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表 2 本研究での提示状況

Table 2 Results of this study.
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